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○ 指導方法の創意工夫 

自立活動の指導の効果を高めるためには、児童生徒が積極的な態度で意欲的な学習活動を

展開する必要があります。そのために、次の２点を意識することが大切です。 

 
 

 

 

 

○ 専門の医師等との連携協力 

児童生徒にとって最も適切な指導を行うために、児童生徒が利用する医療機関の理学療法士

等や、地域の特別支援学校の特別支援教育コーディネーター等、その他の外部の専門家と積極

的に連携するなど、必要に応じて外部の専門家の助言や知見などを指導に生かすことが大切な

場合もあります。 

例えば、内臓や筋の疾患がある児童生徒の「運動の内容や量」、脱臼や変形がある児童生徒

の「姿勢や動作」、視覚障がいのある児童生徒の「眼鏡等の調整や調光の必要性」、聴覚障がい

のある児童生徒の「補聴器や人工内耳の調整」などについて、学校での指導に生かすため、外

部の専門家から指導・助言を得ることなどが考えられます。 

自立活動の指導を充実させるためには 

どのような工夫が必要ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 
 

詳しくはこちら   

① 特定の指導方法を全ての児童生徒に機械的に当てはめるのではなく、

個々の児童生徒の実態に応じた指導方法を創意工夫すること。 

Ｑ11 

 全教師の協力の下、個々の実態に応じた具体

的な指導方法を創意工夫することや、必要に応

じて専門の医師及びその他の専門家の指導・助

言を求めることが大切です。 

Ａ11 

② 児童生徒が興味や関心を持って主体的に取り組み、成就感を味わう

ことのできるような指導方法を工夫すること。 

13


	Q１_自立活動の指導とは何ですか？
	Q２_特別支援学級に在籍する全ての児童生徒自立活動を取り入れるのですか？
	Q３_自立活動にはどのような内容があるのですか？
	Q４_自立活動の内容は全て取り扱うのですか？
	Q５_自立活動はいつ指導するのですか？
	Q６_自立活動の時間における指導の授業時数はどのように設定するのですか？
	Q７_自立活動と合理的配慮は違うものですか？
	Q８_どのように指導目標と指導内容を設定するとよいですか？
	Q９_実態把握のポイントは何ですか？
	Q10_自立活動の指導と各教科等の指導は分けて考えるとよいですか？
	Q11_自立活動の指導を充実させるためにはどのような工夫が必要ですか？
	Q12_自立活動の評価はどのようにするとよいですか？



